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「教 えて 考え る」 をこ うと らえる
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 石 旧 靖弘

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ISII上DA 　Yasuhiro

　　　　　　　　　　　　　　　 福 岡県福岡 市立 青葉小 学校

【キ
ーワ ー

ド】　 知識 伝達，事例化 ， 授業 モ デ ル ，実 感 ，科学的探究

1．知識伝達一事例化 モ デル の誕生

　私たち福岡グ ル
ー

プは，すでに四 半世紀にわた

っ て ，理科授業改善 の た め の 実践研究を進 め て き

てお り， そ の 研 究成果 を主 として本学会 （口本 理

科教育学会）の 全国大会で 発表 して きた。しか し，

今か ら振 り返 れば，1900 年代 に私た ちが進め て き

た研 究は，理 科授業 を何 とか改善 した い とい う熱

意だ けが先行 して ，改善の 方 向性が定ま らな い も

の で あっ た。その ため，本学会で の研究発表もグ

ル
ープ として の 焦点がぼや けた散発的なもの に留

ま り，特に注 凵され るとい うこ ともなか っ た。

　転機 は ，それまで の 実践研究 の 総括 と し て ，

1999 年 に 1 冊 の 本
O

を出版し た こ とに よ っ て訪

れ た 。 そ の 出版に至 る過程で 重 ね られ た議論に よ

っ て ，科学や理科教育に つ い て の 理 解が次第に深

ま り ， 21 世紀を迎えるに あた っ て の 理科 の 授業実

践の あ るべ き姿が ，次第に明確に な っ て きた の で

あ る。これが，2001 年の 第 51 回全 国人会 （広 島

大学）以 降に行われた
一
連 の 発表

2〕や著書
3）

の 出

版に 繋が っ た。

　特に 2002 年 の 第 52 同大会 （横浜国立大学〉は，

学会創立 50 周年記念大会で もあ り，そ こ で の 発

表
4）

は ， 私 たち の 研 グル
ー

プに とっ て も画期的な

もの で あ っ た 。 そ の 発表タイ トル は，fさよ うなら，

莞i冤 主霧 ’理揮教育の新 乙 ‘レ fラタ物
’

ム を求あ てン

であ っ た 。 確か に ， こ の タイ トル は ， あま りに も

大 げ さで ，過激で ，誤解を招 くもの で あ っ た。 し

か し，そ れは 同時に ，21 世紀を迎 えて の これか ら

の 理科授業の あ り方に対する私たち福岡グル
ープ

の 確信 の 表明 で もあ っ た 。

　 とこ ろが，そ の 発表 タイ トル ゆえ に ，第 52 「司

全 国大会で の 研 究発表は ，探究的 ア プ ロ
ー

チ に よ

る 理 科授 業を否 定する もの と して ，
一

部の 理 科教

育関係者 の 猛烈 な反発 を招 くこ と に な っ た。

　 しか し，そ の 発 表の 主眼は ，タイ トル が 与え る

印象とは全 く逆で
， 限 られ た授業時間枠の 中で ，

探求的ア プ ロ
ー

チ を どの よ うに して授業に組み込

み ， 活 か し
， 定着させ る か を示す こ とにあっ た

。

　そ の 発表 にお い て ， 理科授業 の
一

つ の 基本 モ デ

ル が提案 された。こ れ が，後に 1鶏黠 董
一
事例勉

モ デ7byと呼ばれ る よ うになる授業 モ デル で ある。

2 ．「教え て 考え る」 をどうと らえるか

　 2002 年の 第 52 回全国大会で の 私たちの グル ー

プに よる 「知識伝達 一郭 可化モ デル 」 の 提案は ，

わが 国の 理科教育界 の ム ー ドの微妙な変化 の 中で ，

行 われた。その 発表は，伝統的な探究 中心 の理科

授業を支持す る人 たち か らの 猛 烈 な反 発 を招 い た

けれ ども ， 以後，本学会で の 発 表を重 ね るにっ れ

て 反発 は 減 り，今で は ，科学知識の伝達を前提 と

す る 「教えの 復権」
の ム ー

ドが支配 的にな りつ つ

あ るよ うに 見える。

　今回 の シ ン ポ ジ ウム で は，／翫 τ考え るノ とい

う理 科授業の 包括的な枠組みが提案され て い る 。

そ して ，シ ン ポジ ス トの
．一

人 と して ，私 が こ こ に

招か れたの は，福岡グル ープが提案 した 「知識伝

達一亊例化 モ デル 」に よ る理科 の 授業実践が，こ の

新 しい 枠組み と調和 し，それ を支持す るもの と認

め られたか らだ と理解 し て い る。つ ま り，「知識伝

達
一
事例化モ デル 」 を構成す る

“

知識伝選
’

と
“

事

例化
”

は ，
「教えて考える 」 とい う包括的な理科授

業の 粋組み の 中で は，
“
知識伝達

”
が　

“
教え て

”

に対応 し，
“
事例化

”
が

“
考え る

”
に対応する こ と

で ，互 い に調 和する もの と私た ちは考 えて い る。

3 ．知識伝達一事例化モ デル に よる授業構成

　 「知識伝達
一
事例化モ デル 」 に よ る 理科授業の

実践例 は ，本学学会で も繰 り返 し報告 し て き て い

る。 こ こ で は ，そ の 中の
一

つ で ある小学校第 4 学

年 「温度 と体積の 変化」
C’｝を例 に し て 「知識伝達一
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事例化モ デル 」 に よる理科の授業実践が ， どの よ

うなもの で あるか を簡単に示 してお こ う。

（1 ）知識伝達の 段階 （ユ 時間）

　  教師が 両手を擦 り合わせ て 手 の温度 を高め，

　　　フ ラ ス コ の 口 には っ たセ ッ ケ ン 膜 を膨 らま

　　 せ る実験を見せ る 。

　  児童 も同 じ実験をし，温度 とセ ッ ケ ン 膜 の

　　 膨 らみ との 関係 に気づ く。

　  分子運動 シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン をモ デル と し て

　　　見 せ
， 温度 と セ ッ ケ ン 膜 の 膨 らみ との 関係

　　　を教え ， 言 語化す る 。

　　こ の よ うに し て，第 4 学年 の 3 つ の 単元を通

　　して 「粒 は，くっ つ き方で姿が変わ る 」 とい

　　 う粒子概念が習得 される。

　上記の ような授業を通 し て，児童は，粒で考え

るよさにつ い て実感 し，
5 年生 の 「もの の 溶 け方d

や 6 年生 「燃焼」 の 学習で も 3 年や 4 年の 時の よ

うに 「粒で 考え て み よ う1 と揮靹 で主鮒 な探

瑠の婪が 現れて くる と考える。

　　　　 《言語化 され た科学知識 》

　気体は粒でで きてお り、温 め る と、粒の

動 きが激 しくなっ て 粒 の 間隔が広が り、体

積が増え る 。 その 結果セ ッ ケ ン 幕が膨 らむ。

（2 ）事例化の 段階 （7 時問）

i＞再現的事例化 （2 時間）

　　　「もっ と温度 を上 げた ら，もっ と膨 らむは

　 ず」， 鴨 度 を下げた ら ， 膜 を押す粒 の 勢い が

　 弱 ま るか らへ こ む の かな」 とい う科学的な予

　 想を もとに，実際に温度を変え て 実験を行 い ，

　 結果 の 説明 を試み る 。

ii）発展的事例化 （5 時間）

　   水 の体積変化を調べ た い。 （Lsh ）

　   金属 の 体積変化 を調 べ た い 。（Lsh ）

　   学習 した こ とを深 めた い
。 （2h ）

　　　 ・ 水温度 計づ くり

　　　 ・ 金属棒の 延 びる瞬間を見る実験

　   も っ と温 度を上 げた り，

．
Fげた り して 変

　　　化 を調 べ た い 。 → 三態変化

　　 以 トの よ うな学習 によ っ て ，単元 レ ベ ル で

　 は ，
「気体 も液体も固体も温 める と粒 の 動 きが

　 激しくな り間隔が広 が っ て 体積が増 える。」と

　 い う内容が，懇 を僻 っ τ理醪 され る。ま た ，

　 三 態変化 の 学習では，粒 の 動きや間隔 の 状態

　 につ い て ，粒 の 見方を朋 乙 て考え，水 の 状

　 態変化に っ い て 科学的な予想 を 立 て る こ とに

　 な る。科学的 とい う意味は，科学的知識 （前

　 単元 ま で に習得 し活用 して きた粒 の 運動 モ デ

　 ル ）を活 用 して仮説を 立 て て い る こ とに よ る 。

　 また ，そ の 後の 学習が事例化 と して ，仮説 の

　 検証 及 び他 の 物 質 の 三 態変化 の 学習 へ と適用

　 され ， 探i嬲 こ遼むこ と は容易に 予想 され る。

4 ．展 望

　教師の 仕事は ， 授業が変わ る こ と，子 どもが 育

つ こ とで評価 される。「知識伝達 （教 え て ） 一事例

化 （考える）モ デル 」 に よる授業実践は ， まだ始

ま っ たばか りで ある 。 今後，こ の 授業モ デル の採

用に よ っ て多 くの教師の 理 科授業を変 え る こ とが

でき，子 どもたち の 学ぶ意欲を高め，理 科 の 学力 ，

有用感，必要感，を高め る こ とが で き る も の と期

待 される．

5 ．ま とめ

「教え て 考える」 授業を展開す るには，事芻愁が

可能なよ うf＝，短嬲 達
F
（＃ えてフ の蔽 を」ゴデ

る こ とカtt　 要でrある 。 なぜ な らば，事例化 （考え

る）こ そが，理 解を深め，知識 を拡張 して い く局

面だ か らで ある。こ の 局 面 にお い て 子 どもた ちは ，

科学知識 の 有用性 を実感 し，自己 の 有能 性を確認

す る。そ して ，そ の よ うな実感を伴 っ た学び を提

供する教科 とし て の 理科の 必要性 を認 め，学校で

理科を学ぶ意味を見い だすの で ある。
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